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　女性のウエイトサイクリングと

　ウエイトコントロール行動について

　○涌井佐和子，岩根久夫，下光輝一，

　　大谷由美子，小田切優子

　　（東京医科大　衛生・公衆衛生）

　【緒言】体重増減すなわちウエイトサイク

リングは，虚血性心疾患の罹患率や全死因に

よる死亡率の高さと関係することが明らかと

なっており，体重の変化それ自体の，生体へ

の悪影響が指摘されている．そこで本研究で

は，女性のウエイトサイクリング経験者のウ

エイトコントロール行動を非経験者と比較検
討した．　【対象と方法】首都圏に在住する18

～39歳までの女性466名（平均年令21．7±5．1

歳，平均Body　Mass　Index（BMI）20．5±
2．3kg／m2）を対象に，1996年1月～3月に質問

紙調査を実施した．調査項目はウエイトサイ
クリング経験（10％以上の体重増減の有無），

ウエイトコントロール行動（構造化ダイエッ

ト及び非構造化ダイエットの下位尺度から構

成されるダイエット行動尺度による），およ

び下剤の使用状況，嘔吐経験である．対象者
をBMIにより，るい痩群（BMI〈20，　n・”115），

正常群（BMI20～23．9，　n＝314），過体重・

肥満群（BMI≧24，　n＝37）の3群に分類した．

【結果および考察】ウエイトサイクリングの

有無およびBMI3群を独立変数，ダイエット行

動尺度得点を従属変数とした2要因の分散分析

を行ったところ，非構造化ダイエット得点の

みにウエイトサイクリング経験の主効果が認

められた．すなわち痩肥度に関係なくウエイ

トサイクリング経験のあるものの方が非健康

的なウエイトコントロール行動を行っていた．

また，BMI群毎にウエイトサイクリングと嘔
吐経験，下剤の使用状況についてのx2検定を

行った結果，るい痩群において，ウエイトサ
イクリング経験：のある群に嘔吐や下剤を使用

している者が多かった．以上の結果から，非

健康的なウエイトコントロール行動がウエイ

トサイクリングと強く関連していることが示
唆された．
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長時間持久運動における血漿Brain

Natriuretic　Peptideの変動

○高宮朋子　岩根久夫　下光輝一　勝村俊仁

　大谷由美子　高波嘉一　小田切優子　小松尚子

　藤波嚢二（東京医大，衛生学・公衆衛生学）

　桝田出　林達也　斉藤能彦　中尾一和（京都大学，

　第2内科）

【目的】血漿Brain　Natrhlreしic　peptide（BNP）濃度は、心不

全患者等においては短時間運動負荷時に上昇するが、健

常者では上昇しないと報告されている。しかし、長時間

持久運動後のBNPの変動についての報告はない。そこで

トライアスロンに出場した選手を対象として、長時間持
久運動によるBNPの変動を、　Atrial　Natriuretic　peptide

（ANP）の変動と共に調べた。

【対象・方法】1994年に開催されたアイアンマンジャパ

ントライアスロン競技（水泳3．9knt，自転車！80．2km、マ

ラソン42，2km）に出場し完走した45名（男子31名、女
子14名、平均年令35．5歳、平均ゴール時間10時間55分）

に対し、競技2日前、競技直後、1日後、さらに、！週間

後（25名）に採血を行い血漿ANP濃度（αヒトANPを用
いたRIA法）及びBNP濃度（ヒトBNPに対する特異的なモ

ノクローナル抗体を用いたRIA法）を測定した。

【結果】血漿ANP濃度は、競技前の平均20，2±
8．51p9／mlから競技直後には36．8±17．02P9／m1へと上昇

したが（P＜O．OOI）、翌日には22．3±8．12Pg／mlと前値

に戻り、1週間後も22．6±11．03pg／mlと変化はなかった，，

一方、競技前の血漿BNP濃度は、平均！0．3±9．07pg／mlで

あったが、競技直後には46．6±35．37pg／IJI1と約5倍に上

昇し（P＜0，001）、また競技翌日にも45．0±35．44P9／1nl

と上昇したままであった（p＜0，001）が、！週間後には

11．！士6．81pg／1111と競技前値のレベルに戻った。また各

採血時点での平均血漿iANP濃度及びBNP濃度は男女間に

差を認めなかった。BNP／ANP比は、競技前の0．52から競

技直後には1，33と上昇、競技翌日には更に！．95と上昇し

たが、1週間後には競技前値に戻った。選手の中で競技

前の血漿ANP濃度が、基準値の上限を越えた者は4名お

り、その内の2名（54歳、43歳男子選手）では超音波心

エコー法で僧帽弁の逆流（2度）を認めた。1名の僧帽弁

逆流例では、血漿ANP濃度は競技下値35．9pg／lnllから競

技直後に84．9pg／mlへと著明に上昇したが、翌日には前

値に戻った，，一方、競技前の血漿BNP濃度が、基準値の

上限12．2pg／mlを越えた者は11歩いたが、その多くが数

pg／mlのレベルで、またトップアスリートであった。し

かし先に挙げた僧帽弁逆流の2例はいずれも20pg／m1を越

えており、競技直後には150pg／m1のレベルまで上昇し、競

技翌日も125pg／m1ないし、95pg／inlと高値であった，，1

週間後には競技前船に戻っていた。

【結語】長時間持久運動後に選手の血漿BNP濃度は著明

に上昇し、その値は競技翌日まで持続しk，，長時間持久

運動は、選手の心臓に過大な負荷をもたらしていること
が示唆された。
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